
平成２０年度予算のポイント

　平成２０年度は、高山市第七次総合計画前期基本計画の４年目の年として、 
着実な事業推進が求められています。
　こうしたなか、平成２０年度予算は、本市の将来都市像である“やさしさと 
活力にあふれるまち「飛騨高山」”の形成を目指し、子どもからお年寄りまで 
誰もがやさしさを実感し、安全で安心して快適に暮らせるユニバーサルデザイ 
ンの視点に立ったバリアフリーのまちづくりを積極的に進めます。
　特に、人口減少・少子高齢化社会の到来を踏まえた子どもを産み育てやすい 
環境づくりや、防災対策、環境対策、産業の活性化対策、子どもの教育環境の 
整備と安全対策などに重点を置いて予算配分を行うことにより、一層の市民福 
祉の向上と一体感のある魅力ある地域の形成を図ります。
　予算編成にあたっては、第七次総合計画に定めるまちづくりを基本として、 
公約（マニフェスト）の早期実現を図るとともに、中長期的な財政運営の健全 
化に配慮し、行政改革を積極的に推進することとしています。 

【重点・特徴】 

１．「やさしさ」のあるまちをめざして 

○子育て環境の整備 
妊婦健康診査の助成拡大(無料受診票　１０枚→１４枚) 

新生児聴覚検査の新規助成(聴覚障害の早期発見） 

留守家庭児童教室の拡大（本郷小に新設　１４教室→１５教室） 

母子家庭就業の支援（自立のための資格取得等に対する助成） 

子育て支援金の支給、医療費の無料化、保育料の軽減（第３子以降は無料）　　など 

○バリアフリーの推進 
民間施設のバリアフリー助成、道路・学校等のバリアフリー化、バリアフリー観光情報システムの整備 

誘導ブロック融雪システム・知らせるあかりシステムの整備 

一本杉児童遊園公衆便所の改築　　など 

○健康・福祉の推進 
医師確保支援の強化（産科・小児科等の非常勤医師の確保等に対する助成） 

高齢者健康づくり器具の設置、外出支援事業の拡大 

後期高齢者医療制度の創設　　など 

２．「すみよさ」のあるまちをめざして 

○防災対策の強化 
防災ラジオ中継局の整備（ＦＭラジオ全域受信のための整備） 

緊急地震速報設備の整備（地震発生を瞬時に伝達するシステムを公共的施設４００か所に整備） 

木造住宅耐震診断・補強工事助成の拡大 

橋りょう・学校など公共施設の耐震補強整備、災害活動団員の導入　　など 

○生活基盤の整備・環境の保全 
駅周辺土地区画整理事業、街路昭和中山線の整備、合併記念公園の整備（５か所） 

歴史的環境保全整備事業（歴史的風致を活かした遊歩道等の整備） 

ポイ捨て等及び路上喫煙禁止の啓発（条例制定）、生物多様性の保全 

移住交流の促進（都会から移住するため購入した空家改修等に対する助成）　　など 
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３．「にぎわい」のあるまちをめざして 

○産業の振興（地域経済の活性化） 
豊かな地域資源を活かした滞在型・通年型観光地づくり 

国際観光都市の推進 

中心市街地活性化基本計画の策定 

企業誘致の推進（企業立地環境の整備、企業誘致等） 

中小企業福利厚生の支援（事業所内保育施設の運営に対する助成制度の創設）、融資制度の充実 

農作物獣害防止対策の充実（捕獲わな・侵入防止柵の整備、モンキードッグの育成等） 

第三品目の育成、荒廃農地再生の支援（地域の特性を活かした取組みに対する助成） 

森林保全、高性能林業機械導入に対する支援 

畜産経営規模拡大のための施設整備、ミルクプラント整備に対する支援　　など 

４．「ゆたかさ」のあるまちをめざして 

○学習環境の整備 
中山中学校屋内運動場改築など義務教育施設の整備 

生涯学習の拠点としての支所改修（清見支所、上宝支所） 

図書館システムのネットワーク及び住民基本台帳カードの活用　　など 

○歴史的町並景観の保全及び活用 
下二之町大新町伝建地区の無電柱化 

歴史文化基本構想の策定 

世界文化遺産登録に向けた取り組み（「飛騨高山の町並みと祭礼の場」）　　など 

５．個性あるまちをめざして 

○地域特性の保持及び地域の振興 
地域振興特別予算による地域振興 

過疎化が進む集落の実態調査　　など 

６．健全な行財政運営をめざして 

○行政改革の推進 
行政組織の見直し（生涯学習・スポーツに関する事務の市長部局への移管等） 

職員適正化計画に基づく職員定数の見直し 

指定管理者制度の活用 

○適正な財政運営 
地方債残高縮小に向けた計画的な削減　（Ｈ２１末目標　９５０億円） 
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◎  平成２０年度予算の概要 

○ 予算の規模 
（単位：千円、％） 

本年度 前年度 対前年度伸率 
47,000,000 48,900,000 △ 3.9 
24,137,852 30,943,594 △ 22.0 
1,859,529 2,066,426 △ 10.0 

72,997,381 81,910,020 △ 10.9 
（歳出ベース） 

○ 一般会計は、前年度に比べ１９億円、３．９％の減 

参考：国の地方財政計画の規模は０.３％増（地域再生対策費を除くと０．２％減） 

○ 一般会計、特別会計、企業会計の合計では、前年度に比べ１０．９％の減 

・ 一般会計の主な増減理由 
・ 防災ラジオ中継局設備整備事業費の増 １８８，０００千円 

・ 緊急地震速報設備整備事業費の増 ８３，０００千円 

・ 私立保育所児童保育委託費など扶助費の増 １８８，２２４千円 

・ 後期高齢者医療費負担金の増 ５７５，６５０千円 

・ 老人保健医療事業特別会計繰出金の減 △５４２，５９６千円 

・ 医師確保等支援事業費の増 ７９，０００千円 

・ 畜産担い手育成総合整備事業費の増 ２５５，９２０千円 

・ 企業誘致対策事業費の増 １３４，１００千円 

・ 道路新設改良費の増（名田神明線ほか） １０９，７４７千円 

・ 駅周辺土地区画整理事業費の増 ４４５，５２６千円 

・ 中山中学校校舎等改築事業費の減 △５８８，０００千円 

・ 防災行政無線整備事業費の減 △９００，０００千円 

・ 西小学校屋内運動場・総和保育園建設事業費の減 △４６６，０００千円 

・ 災害復旧費の減 △５４３，８７３千円 

・ 人件費（一般職）の減 △５０５，７３９千円 

○ 特別会計は、前年度に比べ２２．０％の減 

・ 特別会計の主な増減理由 
・ 国民健康保険事業（後期高齢者医療制度の施行による減） △６１３，０６４千円 

・ 老人保健医療事業（後期高齢者医療制度の施行による減） △６，７５８，８０８千円 

・ 下水道事業（管きょ建設事業費の減） △３７７，４８８千円 

・ 介護保険事業（保険給付費等の増） ２９３，１３５千円 

・ 後期高齢者医療事業（制度施行による増） ９４５，３３５千円 

○ 企業会計は、前年度に比べ１０．９％の減 

・ 企業会計の主な増減理由 
・ 水道事業（施設改良費等の減） △２０６，８９７千円 

計 

区分 
一般会計 
特別会計 
企業会計 
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○ 一般会計歳入 
（単位：千円、％） 

本年度 前年度 対前年度伸率 
14,422,271 14,465,061 △ 0.3 

670,000 670,000 0.0 
50,000 40,000 25.0 
40,000 36,000 11.1 
30,000 50,000 △ 40.0 

900,000 900,000 0.0 
40,000 40,000 0.0 

330,000 380,000 △ 13.2 
140,000 100,000 40.0 

13,800,000 13,200,000 4.5 
15,000 17,000 △ 11.8 

711,411 653,772 8.8 
603,019 698,070 △ 13.6 

4,025,194 4,308,541 △ 6.6 
3,330,975 2,995,249 11.2 

474,045 385,316 23.0 
7,313 7,312 0.0 

2,421,860 2,706,913 △ 10.5 
100,000 30,000 233.3 

1,888,512 1,973,366 △ 4.3 
3,000,400 5,243,400 △ 42.8 

47,000,000 48,900,000 △ 3.9 

○ 市税 
・税源移譲による個人住民税からの住宅ローン控除など市民税の減 △2.3％ 

・負担調整措置などによる固定資産税の増 1.6％ 

○ 地方特例交付金 
・減収補てん特例交付金の新設（住宅ローン控除による地方税の減収補てん） 

○ 地方交付税 
・特別枠「地方再生対策費」の創設による増　6億円 

○ 基金繰入金 
・財政調整基金繰入金　6億円 

・まちづくり基金繰入金　7.8億円

　合併記念公園整備、ＦＭラジオ中継局整備等に充当 

○ 市債 
・地方債残高縮小に向けた計画的な削減

　Ｈ21末目標　950億円　　　（合併時から△200億円）

　補償金免除繰上償還に加えて新規借入の抑制 

・市債依存率　10.7％ → 6.4％ 

区分 
市税 

地方譲与税 

繰越金 

諸収入 

市債 

計 

使用料及び手数料 

国庫支出金 

県支出金 

繰入金 

財産収入 

寄付金 

地方特例交付金 

地方交付税 

交通安全対策特別交付金 

分担金及び負担金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

自動車取得税交付金 

利子割交付金 

配当割交付金 

株式等譲渡所得割交付金 
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○ 一般会計歳出 

（１）目的別経費 
（単位：千円、％） 

本年度 前年度 対前年度伸率 
387,989 376,550 3.0 

6,639,780 8,216,690 △ 19.2 
9,217,570 9,094,254 1.4 
2,485,964 2,558,179 △ 2.8 
3,415,424 2,937,812 16.3 
2,818,548 2,732,080 3.2 

8,744,190 8,330,527 5.0 

1,520,468 1,414,094 7.5 
4,061,642 4,836,947 △ 16.0 

7,658,425 7,838,994 △ 2.3 

50,000 20,000 150.0 
0 543,873 皆減 

47,000,000 48,900,000 △ 3.9 

○ 主な増減内容 

総務費 

・ 防災ラジオ中継局設備整備事業費の増 １８８，０００千円 

・ 緊急地震速報設備整備事業費の増 ８３，０００千円 

・ 防災行政無線整備事業費の減 △９００，０００千円 

・ 旧パークボウル解体事業費の減 △３２０，０００千円 

・ 情報施設整備事業費の減 △３３０，０００千円 

民生費 

・ 後期高齢者医療費負担金の増 ５７５，６５０千円 

・ 後期高齢者医療特別会計繰出金の増 ２３５，０２３千円 

・ 私立保育所児童保育委託費の増 １１６，７００千円 

・ 総和保育園建設事業費の減 △１９２，６００千円 

・ 老人保健医療事業特別会計繰出金の減 △５４２，５９６千円 

衛生費 
・ 医師確保等支援事業費の増 ７９，０００千円 

・ 救急救命センター運営費補助金の増 ２０，０００千円 

・ 健康診査委託料の減(各保険者への義務付けによる減） △１０２，０００千円 

農林水産業費 
・ 地域担い手経営基盤強化事業補助金の増 ７０，０００千円 

・ 畜産担い手育成総合整備事業費の増 ２５５，９２０千円 

・ 畜産経営構造対策事業補助金の増 ２８８，２９１千円 

商工費 
・ 企業誘致対策事業費の増 １３４，１００千円 

・ 景気対策緊急融資利子・保証料補給金の増 １６，５３０千円 

土木費 
・ 道路新設改良費の増（名田神明線ほか） １０９，７４７千円 

・ 駅周辺土地区画整理事業費の増 ４４５，５２６千円 

・ 除雪対策費の増 ７０，０００千円 

消防費 
・ 消防団運営費の増（災害活動団員制度の導入） ４３，４５１千円 

教育費　　　　　
・ 中山中学校校舎等改築事業費の減 △５８８，０００千円 

・ 歴史的町並再生事業費の増 ７１，２００千円 

・ 西小学校屋内運動場改築事業費の減 △２７３，４００千円 

公債費 

予備費 
災害復旧費 

計 

農林水産業費 
商工費 
土木費 

消防費 
教育費 

区分 
議会費 
総務費 
民生費 
衛生費 
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（２）性質別経費 
（単位：千円、％） 

本年度 前年度 対前年度伸率 
21,195,642 21,658,243 △ 2.1 
8,843,420 9,313,676 △ 5.0 
4,693,797 4,505,573 4.2 
7,658,425 7,838,994 △ 2.3 

10,296,805 11,922,952 △ 13.6 
15,507,553 15,318,805 1.2 
5,955,773 6,068,153 △ 1.9 

178,190 174,270 2.2 
3,087,122 2,233,646 38.2 

560,481 608,275 △ 7.9 
11,296 368 2,969.6 

1,353,500 1,353,500 0.0 
4,311,191 4,860,593 △ 11.3 

50,000 20,000 150.0 
47,000,000 48,900,000 △ 3.9 

○ 義務的経費 

人件費 ・ 行政改革による職員削減等による職員給の減 △２２９，５３９千円 

・ 職員退職手当の減 △２００，０００千円 

扶助費 ・ 知的障がい者施設支援給付費の増 １８，５００千円 

・ 福祉医療費の増 １４，８００千円 

・ 私立保育所児童保育委託費の増 １１６，７００千円 

・ 生活保護扶助費の増 １２，７００千円 

○ 投資的経費 ・ 防災ラジオ中継局設備整備事業費の増 １８８，０００千円 

・ 情報施設整備事業費の減 △３３０，０００千円 

・ 畜産担い手育成総合整備事業費の増 ２５５，１２０千円 

・ 畜産経営構造対策事業補助金の増 ２８８，２９１千円 

・ 道路新設改良費の増（名田神明線ほか） １０９，７４７千円 

・ 駅周辺土地区画整理事業費の増 ４４５，５２６千円 

・ 中山中学校校舎等改築事業費の減 △５８８，０００千円 

・ 防災行政無線整備事業費の減 △９００，０００千円 

・ 旧パークボウル解体事業費の減 △３２０，０００千円 

・ 総和保育園建設事業費の減 △１９２，６００千円 

・ 西小学校屋内運動場改築事業費の減 △２７３，４００千円 

・ 災害復旧費の減 △５４３，８７３千円 

○ 一般行政経費 

補助費等 ・ 後期高齢者医療費負担金の増 ５７５，６５０千円 

・ 医師確保等支援事業費の増 ７９，０００千円 

投資及び出資金 ・ 地方公営企業等金融機構出資金 １１，０００千円 

繰出金 ・ 老人保健医療事業特別会計繰出金の減 △５４２，５９６千円 

維持修繕費 
補助費等 

その他 
計 

積立金 
投資及び出資金 
貸付金 
繰出金 

公債費 
投資的経費 
一般行政経費 

物件費 

人件費 
扶助費 

区分 
義務的経費 
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平成２０年度重点事業 

☆は、新規・拡充事業 

1 「やさしさ」のあるまちをめざして 

○ バリアフリー対策 

安全・安心・快適なまちづくり事業 １５，０００千円 

既存の民間施設等のバリアフリー改修に対し助成 

バリアフリー対策事業 １６９，３００千円 

歩車共存型道路整備、横断暗きょ改良、歩道整備、小中学校校舎等バリアフリー化 

☆ 誘導ブロック融雪システム・知らせるあかりシステム整備 

バリアフリー観光情報システム整備事業 ２，４００千円 

携帯電話によるＱＲコードを利用した観光情報システム 

公衆便所整備事業 １３，０００千円 

☆ 一本杉児童遊園公衆便所改築工事 

○ 子育て支援対策 

子ども医療費助成事業 ３１５，０００千円 

義務教育修了まで医療費全額無料 

母子父子家庭医療費助成事業 ５１，０００千円 

母子保健事業 ７５，８１０千円 

特定不妊治療に対する助成 

年間２００千円を限度（１回１００千円×２回、５ヶ年） 

☆ 妊婦健康診査に対する助成 

無料受診票　１０枚→１４枚 

☆ 新生児聴覚検査に対する助成 

こんにちは赤ちゃん事業（生後４ヶ月までの乳児家庭への全戸訪問） 

乳幼児健康診査（４ヶ月児・１歳６ヶ月児・３歳児） 

子育て支援金 １００，０００千円 

出産から育児までの子育てにかかる経済的負担の軽減措置 

第１子、第２子は100千円　第３子以降は200千円を支給 

ブックスタート事業 ２，０００千円 

乳幼児に対し絵本の配布（４か月健診、１歳６か月健診の２回） 
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児童手当給付事業 ７７４，２００千円 

小学校修了までを対象 

第２子まで月５，０００円（ただし３歳未満１０，０００円）、第３子～月１０,０００円 

児童扶養手当給付事業 ２９７，０００千円 

母子家庭等の一定要件に該当する児童の養育を対象に支給 

月９，８５０円～４１，７２０円で所得により支給 

障がい児等看護支援事業 １，３８０千円 

医療行為を必要とする障がい児等のショートステイに対する支援 

医療行為を必要とする障がい児等の学校活動に対する支援 

障がい児療育事業 ３３，１６０千円 

障がい児通園施設の運営（あゆみ学園ほか） 

障がい児通園に対する助成 

市内　３，０００円／月、市外　４，５００円×４回（限度）／月 

療育プログラム作成等による障がい児療育の支援 

☆ 専門員配置による発達障がい児療育の支援 

つどいの広場事業 ６，９３０千円 

空き店舗等を活用した子育ての相談、アドバイス、情報提供 

子育てコーディネーターの配置 

留守家庭児童対策事業 ４７，９８０千円 

☆ 留守家庭児童教室の委託化（１５教室） 

☆ 本郷小学校に新規開設 

☆ 母子家庭就業支援事業 ３，０００千円 

母子家庭の自立のための資格取得等に対する助成 

子どもにやさしいまちづくり推進事業 ４，３８１千円 

園庭開放、託児ボランティア団体助成、乳幼児家庭教育 

乳幼児保育等助成事業 ２３，４００千円 

無認可保育所における乳児保育、延長保育、障がい児保育等に対し助成 

保育料軽減事業（公立、私立） ３０１，９２８千円 

軽減率  １５％～３５％ 

軽減見込額   ３０１，９２８千円 

（うち第３子４子軽減  １１４，００３千円） 

☆ 児童福祉施設整備事業 １５，８００千円 

龍華保育園保育室拡張に対し助成
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☆ 通園バス購入事業 ６，０００千円 

☆ 中山保育園、大八保育園の通園バス購入に対し助成 

私立幼稚園就園奨励補助金 ２６，０００千円 

☆ 同時就園条件の緩和 

○ 健康・福祉対策 

高齢者福祉事業 １９５，０７０千円 

自立者及び介護保険制度で不足が生ずる高齢者への追加サービス等 

短期入所付加サービス事業 

高齢者住宅改造助成事業 

在宅寝たきり老人等介護者慰労金給付事業 

低所得者利用負担軽減対策事業 

介護保険料助成事業 

地域乗合バス利用費補助金 

寝具洗濯乾燥サービス事業 

☆ 高齢者健康づくり器具整備事業 

地域支援事業 

通所型介護予防事業 

高齢者短期宿泊事業 

老人ホームヘルプ付加サービス事業（軽度生活支援事業） 

高齢者健康教室事業（空き店舗等活用） 

家族介護用品等支給事業 

徘徊高齢者検索事業 

成年後見制度利用支援事業 

日常生活用具給付事業 

緊急通報システム事業 

高齢者配食サービス事業 

外出支援事業 

老人福祉施設整備事業 １５，９００千円 

☆ 久々野デイサービスセンター特殊浴槽購入ほか 

自立支援給付等利用者負担助成事業 １８，０００千円 

自立支援給付等のサービスにかかる自己負担に対する助成 

通所サービス利用促進事業 １８，１００千円 

障がい者通所施設の送迎サービスに対する助成 

障がい者福祉ホーム運営事業 ４，０００千円 

山ゆり福祉ホーム（知的）、福祉ホームむらやま（精神）に対する助成 

障がい者生活支援事業 ２２，０２０千円 

身体・知的・精神障がい者に対する相談支援、手話通訳設置・派遣 
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障がい福祉サービス事業給付費 ７０，９００千円 

就労継続支援サービス等に対する支援 

地域活動支援センター機能強化事業 １７，５００千円 

障がい者と地域の交流促進 

温泉保養施設利用助成事業 ３０，０００千円 

対象施設　１７施設　（２０回分、半額助成） 

保健予防事業 ２５４，１１５千円 

基本健康診査、がん検診ほか 

訪問指導、健康相談等 

☆ 特定健康診査（国保被保険者を対象） 

☆ 生活機能評価（特定高齢者を対象） 

予防接種事業 １１８，０１４千円 

集団接種、個別接種等 

☆ 医師確保等支援事業 １０４，０００千円 

臨床研修医等募集に対する助成 

非常勤医師確保に対する助成 

高度医療機器の整備に対する助成 

院内保育の運営等に対する助成 

臨床研修医の研修等に対する助成 

☆ 救命救急センター運営助成事業 ３０，０００千円 

☆ 後期高齢者医療事業 １，５２０，９８５千円 

後期高齢者（７５歳以上）の医療給付費に対する負担 

後期高齢者を対象とした健康診査 
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2 「すみよさ」のあるまちをめざして 

○ 情報化対策 

情報施設整備事業 ３０，０００千円 

地上デジタル放送受信環境整備 

ＩＴ講習推進事業 ４，５９０千円 

ＩＴ講習会（初級・中級者講習）の開催 

ＩＴサポート事業（パソコン初心者のサポート） 

情報化推進事業 ２４，４７１千円 

インターネット情報画面作成 

有線放送番組の制作 

電子市役所推進事業 ３５１，４６１千円 

総合行政事務電算委託 

☆ 住民基本台帳カード交付手数料の無料化 

○ 防災・安全対策 

☆ 防災行政無線整備事業 １８８，０００千円 

防災ラジオ全域受信のための中継局整備 

☆ 緊急地震速報設備整備事業 ８３，０００千円 

震度５弱以上の地震が発生した場合に瞬時に伝達するシステム 

民間を含む指定避難所等の公共的施設４００か所に整備 

災害対策事業 ６１，１１８千円 

総合防災訓練、防災備蓄物資・備品購入 

防災ヘリコプター借上 

橋りょう耐震補強事業 １１６，０００千円 

柳島橋、桐谷橋、天神橋 

小中学校耐震補強事業 ２２０，０００千円 

新宮小校舎、荘川中校舎 

三枝小、東山中、丹生川中の校舎耐震補強設計 

水道配水施設耐震補強事業 ２７，０００千円 

水道配水施設の緊急遮断弁設置工事 

建築物耐震診断助成 ２，０００千円 

☆ 補助率　木造住宅　２/３→１０/１０
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建築物耐震補強工事助成 ４２，０００千円 

耐震診断で危険度が高いと診断された住宅等の耐震補強工事に対し助成 

☆ 補助限度額　木造住宅　1,200千円→1,800千円 

除雪対策事業 ４２７，４００千円 

道路・歩道除雪 

☆ 除雪機購入に対する助成 

子どもの安全対策事業 ６，２００千円 

防犯ブザーの配付 

通学路照明灯の整備 

消防団運営事業 ２９９，１４４千円 

☆ 災害活動団員の導入 

☆ 消防団員活動服の統一 

消防施設整備事業 １４６，８７４千円 

消防団車両更新　３台 

消防団車庫整備（久々野） 

耐震性防火水槽設置　５基 

ＡＥＤ（自動対外式除細動器）設置事業 ３，７４０千円 

☆ AED設置施設　59施設→106施設（保育園、福祉施設等へ拡大） 

○ 道路・交通対策 

☆ 駅周辺土地区画整理事業 ２，５６８，３０５千円 

ＪＲアンダーパス工事、補償等 

☆ 街路整備事業 ５１２，２８０千円 

街路昭和中山線（第１工区完成） 

☆ 道路新設改良事業 １，４５２，４２６千円 

石浦越後線 

八日町下林線 

石浦門前線 

若達花岡線 

名田神明線（枡形橋） 

丹生川上宝線 

曙三福寺線（曙橋） 

石浦片野線（山王橋） 

惣則一色線（一色橋） 

上切中切２号線 

千島松本線（合崎橋） 

花岡上岡本線（二校踏切） 

白井１号線（宗関橋） 
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道路橋りょう維持修繕事業 ３６６，０００千円 

道路修繕、側溝修繕等 

☆ 流雪溝設置工事（朝日町神田線） 

交通安全施設整備事業 ３２，０００千円 

防護柵、道路反射鏡、区画線、交差点照明等 

バス運行事業 １０９，９８０千円 

のらマイカー 

自主運行バス事業(丹生川、清見、上宝) 

地域福祉バスの運行 

路線バス運行維持費補助金 

○ 自然・生活環境対策 

緑の基金積立 ２００，０００千円 

緑地保全事業 ３０２，８００千円 

市街地を囲む里山、緑地の保全契約者に対し助成 

災害防止、水源涵養のための市有林保全 

旧パークボウル解体及び跡地整備（※Ｈ１９繰越事業） 

市街地緑化整備事業 ８，５００千円 

公共施設、道路での高木植栽（市道中山線等） 

自然公園管理・保護事業 ８９，８５１千円 

乗鞍山麓五色ヶ原の森、登山道等の管理・保護 

環境保護推進事業 ６５，８２１千円 

☆ ポイ捨て等及び路上喫煙禁止の啓発（条例制定） 

地球温暖化対策、水質汚濁対策、大気汚染対策 

☆ 生物多様性の保全 

アスベスト除去対策資金利子補給 

自然環境保護（蛍、ササユリなど） 

☆ 歴史的環境保全整備事業 ５６，０００千円 

東山・城山遊歩道等整備 

横丁整備（人々の往来と出会いの場の創出） 

市営住宅建設事業 １６５，１３０千円 

飛騨川団地（久々野） 

桜野ハイツ（国府） 

移住交流促進事業 ６，２００千円 

☆ 市内へ移住する都市住民の家賃・空家改修に対する助成 
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公園整備事業 ５１２，０００千円 

☆ 合併記念公園整備（５か所）　ほか　

簡易水道整備事業 １０５，４８０千円 

丹生川簡易水道、野々俣簡易水道、秋神簡易水道 

下水道管きょ建設事業 ５６４，７３４千円 

汚水管きょ布設（公共下水道整備　面積Ａ＝９．９ｈａ、延長Ｌ＝３，６４５ｍ） 

汚水管きょ布設（特定環境保全公共下水道事業　面積Ａ２．６ｈａ、延長Ｌ＝１，４００ｍ） 

下水道処理施設改造事業 ２９５，２００千円 

☆ 宮川終末処理場の揚水ポンプ、熱交換器及び電気設備の更新 

農業集落排水施設建設事業 ２２，２１２千円 

☆ 丹生川中央処理場、南さくら台処理場の統合 

浄化槽設置助成 ７０，０００千円 

集合処理計画区域外の設置に対する助成（市単独上乗せ補助） 

し尿処理施設管理事業費 ２４９，８４７千円 

環境センター、久々野衛生センターの維持管理 

ごみ収集事業 ２７７，５５０千円 

可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみのステーション収集 

☆ ごみ収集業務委託地域の拡大、収集区分の統一 

ごみ資源化推進事業 １２９，１３０千円 

拠点集積所による資源回収、団体奨励金等 

☆ 容器リサイクル施設改修、運営委託 

容器包装廃棄物等再資源化事業 ５９，８８０千円 

プラスチック製、紙製容器廃棄物、発泡スチロールの再資源化量の増加に対応 
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3 「にぎわい」のあるまちをめざして 

○ 産業振興対策（地域経済の活性化） 

国際観光都市の推進 １１，２５０千円 

海外誘客キャンペーン(台北、上海ほか) 

外国語パンフレットの作成・配布 

海外エージェント等招へい 

☆ 日仏交流１５０周年記念プロモーション 

飛騨高山観光客誘致推進事業 １８，８００千円 

年間を通じた誘客イベント、キャンペーン等 

☆ ＮＨＫ全国放送番組誘致 

コンベンション開催支援事業 １０，０００千円 

国際会議、コンベンション等の開催に対し助成 

首都圏等情報発信推進事業 ２６，５００千円 

飛騨高山東京事務所による首都圏誘客促進、情報発信等 

飛騨高山クア・アルプ運営費 ４３，８３６千円 

観光施設管理運営費 ２８３，９６１千円 

飛騨民俗村旧八月一日家屋根葺き替え工事、温泉施設、キャンプ場等の管理運営 

☆ まちかど観光案内所の設置（上三之町） 

スキー場管理運営費 １２９，２９８千円 

飛騨高山スキー場、モンデウス、アルコピア（指定管理者制度導入）の管理運営 

☆ 地域担い手経営基盤強化事業 ７０，０００千円 

認定農業者、集落営農組織の農業用機械導入に対し助成 

水田営農推進対策事業 ８，８２０千円 

新生産団地形成活動助成等 

☆ 地域資源活用総合交流促進事業 ２４，９００千円 

農村交流体験施設の整備に対し助成 

☆ 農作物獣害防止対策事業 １４，０００千円 

☆ 電気柵等の獣害防止柵設置に対し助成　　

補助率　１／３→１／２ 

☆ モンキードッグ育成に対し助成 

☆ 有害鳥獣捕獲事業 ２１，７９０千円 

被害が増加しているイノシシ等の捕獲、わな製作 
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農業総合整備事業 ６０，０００千円 

耐候性ハウス、ほうれん草包装機等の導入に対し助成 

第三品目育成事業 ２，５００千円 

「宿儺かぼちゃ」の生産振興に対し助成 

クリーン農業推進事業 １，８００千円 

環境保全型農業の推進 

中山間地域等直接支払事業 １３１，５７９千円 

急傾斜地  Ａ＝５３２．０ｈａ、緩傾斜地  Ａ＝５５５．６ｈａ 

☆ 荒廃農地再生支援事業 ５，０００千円 

地域の特性を活かした荒廃農地対策に対し助成 

農地・水・環境保全向上対策事業 ３２，７４３千円 

農地、農業用施設の共同で行う維持管理活動に対し助成

　（田　２，１５２ｈａ、畑　８８４ｈａ、草地　６ｈａ） 

団体営土地改良事業 ５３，８００千円 

農道整備（国府地区） 

☆ 円徳寺頭首工改修 

県営土地改良事業 ３４，４３０千円 

広域営農団地農道整備事業 

高山南部地区農道整備事業 

中山間地域総合整備事業(南大野地区) 

農業用施設維持管理事業 ２０，０００千円 

緑の保全事業 ５５，０００千円 

間伐、枝打ち、間伐材利用促進など森林機能強化に対し助成 

☆ 未整備森林緊急整備事業の実施 

森林整備地域活動支援事業 １０８，４２０千円 

森林の現況調査、地域における活動支援   ２４，１６０ｈａ→２１，３６０ｈａ 

林道開設・改良事業 ５７，４００千円 

駄吉線　　

ふるさと林道阿多粕・西洞線 

☆ 舟山牛牧線　　ほか 

☆ 林業・木材産業構造改革事業 ２５，０００千円 

高性能林業機械の導入に対し助成 
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☆ 畜産担い手育成総合整備事業 ２５５，９２０千円 

草地造成、畜舎・機械器具整備に対し助成 

☆ 畜産経営構造対策事業 ７２１，０８９千円 

畜産物処理加工施設（ミルクプラント）建設に対し助成 

優良飛騨牛固定推進事業 ４１，２００千円 

優良雌牛保留導入・増頭対策に対し助成　２３０頭 

新飛騨食肉センター運営費助成 ４２，８０５千円 

ＢＳＥ対策・経営安定化に対し助成 

☆ 堆肥発酵施設整備事業 ２，５００千円 

道の駅管理事業 ５９，１８１千円 

商店街機能強化事業 ２２，７００千円 

空き店舗対策助成 

高齢者支援等公益機能を有する施設整備助成 

商店街駐車場利用促進 

飛騨高山サマーフェスティバル助成 

商店街電灯料助成 

中心市街地活性化事業 １２，５００千円 

空き店舗対策助成 

シースルーシャッター等設置助成 

まちなか活性化イベント助成 

☆ 中心市街地活性化基本計画策定 

地場産業活性化奨励事業 １２，１５０千円 

飛騨・高山暮らしと家具の祭典、飛騨のクラフト展 

伝統的工芸品産業振興事業 ４，２２０千円 

後継者の育成支援 

☆ 伝統的工芸品月間国民会議全国大会 

☆ 企業誘致対策事業 １５１，２９０千円 

☆ 企業立地に対する助成 

☆ 清見造成地の整備 

誘致活動の展開 

ベンチャー企業等創出事業 １０，７００千円 

産学官連携等促進事業 ８，０００千円 

産学官連携・異業種交流による研究、開発に対し助成 
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若者定住促進事業 ３３，０００千円 

３５歳未満のＵＩＪターン就職者に対し家賃助成 

学卒者等支援事業 ９３０千円 

新卒高校生向け「就職セミナー」の開催 

中小企業福利厚生事業 1４，０００千円 

中小企業福利厚生施設の整備に対し助成 

☆ 中小企業事業所内保育施設の運営に対し助成 

職業紹介所設置事業 ３，８５０千円 

融資対策事業 １，５４８，６６４千円 
（預託金、保証料補給金、利子補給金等） 

☆ 中小企業融資（小口融資） ８４３，４００千円 

中小企業融資（設備近代化融資） ８０，０００千円 

☆ 中小企業経営安定特別資金 ２１，５６０千円 

☆ 特定商業集積整備地区店舗改装等資金 １１，４８０千円 

☆ 創業支援資金 ２６，９５０千円 

農業近代化資金利子補給 ７８４千円 

新規就農者支援資金利子補給 ２７８千円 

農業経営基盤強化資金利子補給 １，５７６千円 

☆ 勤労者生活安定資金 １２９，０００千円 

☆ 勤労者住宅資金 ２６４，０００千円 

育児介護休業資金 ２８０千円 

☆ 離職者生活安定資金 ３，７９０千円 

水洗便所等改造資金 １８０，０３２千円 
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4 「ゆたかさ」のあるまちをめざして 

○ 教育文化対策 

外国青年（英語指導助手）招致事業 ５１，８９５千円 

英語指導助手　１１人 

教育研究所運営事業（教育改革等への対応） １７，９０５千円 

岐阜大学、岐阜女子大学との連携による機能強化 

特別支援教育推進事業（障がい児等看護支援事業） １，７８０千円 

医療行為を必要とする障がい児等の学校活動に対する支援　

医療行為を必要とする障がい児等のショートステイに対する支援 

心の教育推進事業 ２７，２１０千円 

保健相談員 小学校  １９人､中学校　１１人 

小・中学校パソコン教育推進事業 ３７，６１０千円 

特色ある学校経営推進事業 １０，０００千円 

各小中学校の特色を活かした学校活動に対して助成 

☆ 小中学校改築等事業 ５３４，２００千円 

中山中学校校舎等改築 

☆ 国府小学校校舎改築 

スクールバス購入 ３０，０００千円 

☆ 学校給食センター整備事業 ３３，４７０千円 

給食センター統廃合に向けた施設等整備 

市民文化会館整備事業 ３８，８６２千円 

☆ エレベーター改修 

図書館運営事業 １５９，３１０千円 

☆ 分館への図書館システムの導入 

☆ 住民基本台帳カードによる図書利用 

文化振興事業 ２２，７４０千円 

☆ 第６回飛騨高山現代木版画ビエンナーレ 

芸術鑑賞事業 

第８回飛騨高山ＹＡＮＳＡ21フェスティバル 

文化振興事業支援助成　ほか 
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文化財保護事業 ３２８，３０８千円 

☆ 歴史的町並再生事業（下二之町大新町伝建地区の無電柱化） 

伝統的建造物群保存地区修理修景 

伝統的建造物群保存地区防災対策 

高山祭屋台等保存修理 

☆ 市指定文化財保存修理 

☆ 歴史文化基本構想の策定 

☆ 世界文化遺産登録に向けた取り組み　ほか 

体育施設改修整備事業 ３０，０００千円 

☆ 鈴蘭シャンツェ、中山公園野球場改修ほか 

市民活動支援事業 ３２，８３０千円 

町内会運営費・外灯料助成 

市民活動支援、無料法律相談 

☆ 高山ＪＣまちづくり事業助成 

国際交流事業 ３４，１５６千円 

市民海外派遣（英語スピーチコンテスト及び公募による中高生・一般市民の海外派遣） 

姉妹友好都市交流（デンバー、麗江） 

国際交流員招致、自治体職員協力交流　ほか 

☆ 支所改修事業（生涯学習機能の強化） ２６０，５２６千円 

清見支所、上宝支所の改修 

国府支所設計（※Ｈ１９繰越事業） 

☆ 町内会集会施設整備助成 ８，０００千円 

上野町 
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5 個性あるまちをめざして 

○ 地域振興対策 

地域振興特別事業 ６７７，００７千円 

各地域の特性保持及び地域振興のための事業 

（丹生川）飛騨にゅうかわ宿儺まつり　ほか 

（清見）インタープリターアカデミー　ほか 

（荘川）飛騨荘川そばまつり　ほか 

（一之宮）臥龍桜日本画大賞展　ほか 

（久々野）ひだ桃源郷収穫劇場　ほか 

（朝日）氷点下の森氷祭り・クリスタルライブＩＮあさひ　ほか 

（高根）日本一かがり火まつり　ほか 

（国府）国府町史編纂事業　ほか 

（上宝）奥飛騨温泉郷イベント　ほか 

地域振興事業補助金

　 地域住民が主体的、自主的に取り組む事業に対する助成 

☆ 集落実態調査事業 １，５００千円 

過疎化が進行する集落の実態調査 

6 行政改革の推進 

○ 行財政運営 

☆ 行政改革の推進 

第４次高山市行政改革大綱に基づく行政改革の推進

　人件費の削減 

・行政組織の見直し 

・職員定数の見直し　　　

・給与制度の見直し 

・民間への委託等の推進

　指定管理者制度の導入　２８１施設

　公共工事等コストの縮減

　その他の行政改革 

・事務事業の見直し（事務事業評価） 

・情報公開推進 

・職員研修・人事交流の充実 

☆ 適正な財政運営 

☆ 地方債残高縮小に向けた計画的な削減 

・Ｈ２１末目標　９５０億円　　　（合併時から△２００億円） 

・繰上償還、借入抑制 

高山市中期財政計画に基づく計画的財政運営 

行政評価システム、バランスシート、行政コスト計算書等の活用 

財政健全化法に基づく財政指標の公表 

※事業費ベース 
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